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12
春
闘
、
と
り
わ
け
賃
金
を
巡
る
状
況
は
、
３
月
16
日
に
JR
貨
物
、
３
月
19
日
に
は

JR
東
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
新
賃
金
に
つ
い
て
は
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
の
回
答
を
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
JR
東
日
本
は
、
新
賃
金
要
求
と
併
せ
て
申
し
入
れ
て
い
た
夏
季
手
当
に

つ
い
て
も
２
・
５
５
カ
月
（
６
月
28
日
以
降
準
備
で
き
次
第
）
で
同
時
回
答
し
ま
し
た
。

一
方
、
国
労
東
日
本
が
求
め
て
い
た
旅
行
券
の
配
布
に
つ
い
て
は
「
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
域
を
旅
行
な
ど
を
通
じ
て
応
援
す
る
」
と
の
目
的
か
ら
（
６
月
以
降
準
備

で
き
次
第
５
５
，
０
０
０
円
相
当
）
配
布
す
る
と
の
回
答
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
拡
大
で
は
４
月
１
日
に
、
大
会
以
降
８
名
（
一
括
和
解
以
降
１
０
０
名
）

と
な
る
拡
大
が
東
京
地
本
・
神
奈
川
地
区
本
部
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
は
、

春
闘
期
の
取
り
組
ま
れ
た
行
動
の
報
告
と
し
ま
す
。

①

　

３
月
９
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
４
０
０
人

を
超
え
る
国
労
東
北
の
仲
間

が
結
集
し
た
。

　

仙
台
市
民
会
館
で
の
集
会

は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

　

国
労
の
12
春
闘
は
、
１
月

28
日
に
中
央
委
員
会
に
於
い

て
新
賃
金
改
善
要
求
を
５
，

０
０
０
円
の
を
決
定
し
JR
各

社
に
は
２
月
８
日
に
申
し
入

れ
を
し
た
。

　

国
労
本
部
主
催
の
12
春

闘
勝
利
総
決
起
集
会
は
、

５
０
０
０
円
満
額
獲
得
、

労
働
条
件
改
善
、
交
通
基
本

法
の
早
期
成
立
、
非
正
規
労

働
者
の
労
働
条
件
改
善
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
・
再
生
な
ど
諸
課
題
の
実

現
に
向
け
、
客
・
貨
一
体
で

明
治
公
園
於
い
て
集
会
を
行

い
、
そ
の
後
デ
モ
行
進
を
お

こ
な
っ
た
。
小
雨
も
降
り
寒

い
中
多
く
の
国
労
組
合
員
が

結
集
し
、
明
治
公
園
か
ら
新

宿
花
園
西
公
園
ま
で
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら

１
時
間
余
り
整
然
と
デ
モ
行

進
を
貫
徹
し
た
。
そ
の
後
旅

客
の
仲
間
も
含
め
た
貨
物
関

係
組
合
員
は
、
午
後
か
ら
全

水
道
会
館
於
い
て
学
習
会
を

開
催
し
た
。
埼
玉
大
学
教
授

の
安
藤
陽
氏
を
講
師
と
し
て

招
き
「
日
本
貨
物
鉄
道
の
25

年
と
今
後
の
課
題
」
の
テ
ー

マ
で
旅
客
・
貨
物
あ
わ
せ
て

３
５
０
名
が
参
加
し
た
。

　

国
労
東
日
本
関
東
貨
物
協
議

会
は
、
５
，
０
０
０
円
満
額
獲

得
、
労
働
条
件
改
善
、
13
年
連

続
ベ
ア
ゼ
ロ
打
破
に
向
け
、
第

３
回
三
役
会
議
を
開
催
し
要
求

貫
徹
に
向
け
意
志
統
一
し
た
。

　

支
店
、
現
場
長
申
し
入
れ

に
つ
い
て
は
、
期
日
を
決
め

る
こ
と
で
他
労
組
に
も
見
え

る
運
動
に
も
な
り
、
国
労
組

合
員
全
員
が
参
加
す
る
体
制

確
立
か
ら
も
３
月
12
日(

月)

に
集
中
し
て
申
し
入
れ
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
貨

物
関
東
支
社
に
「
４
月
１
日

以
降
の
賃
金
改
善
に
関
す
る

要
請
」
と
同
時
に
６
地
方
本

部
貨
物
協
議
会
か
ら
の
寄
せ

書
き
等
、
組
合
員
の
切
実
な

春
闘
要
求
を
同
時
に
提
出
し

た
。

　

併
せ
て
事
故
を
起
こ
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
は
未
だ
に
収
束
が
見

え
な
い
状
況
に
あ
る
中
、
首

都
圏
及
び
北
関
東
地
区
で
も

高
濃
度
の
放
射
線
量
が
計
測

さ
れ
る
な
ど
放
射
能
汚
染
が

拡
散
し
て
い
る
。
家
族
と
社

員
自
ら
の
安
全
と
安
心
が
担

一
部
と
し
て
、
財
団
法
人
国

鉄
労
働
会
館
主
催
の
東
北
労

働
講
座
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
第
二
部
は
、
国
労
東

北
総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
、

主
催
者
を
代
表
し
、
東
日
本

本
部
松
井
書
記
長
と
東
北
協

議
会
を
代
表
し
齋
藤
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

春
闘
情
勢
と
会
社
の
動
向
、

国
労
の
取
組
み
、
12
春
闘
勝

利
と
諸
課
題
の
前
進
、
そ
し

て
闘
い
を
通
じ
て
新
し
い
仲

間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
決

意
を
固
め
合
お
う
と
訴
え
た
。

　

集
会
は
、
国
労
関
係
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
決
意
表

明
を
受
け
、
東
北
協
議
会
渡

邉
副
議
長
の
閉
会
の
あ
い
さ

つ
後
、
齋
藤
議
長
の
団
結
頑

張
ろ
う
で
締
め
ら
れ
た
。

　

集
会
後
に
参
加
者
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
仙
台
市
内

を
デ
モ
行
進
。

　

賃
上
げ
を
始
め
と
し
た
労

働
条
件
の
改
善
や
安
全
問
題

な
ど
国
労
要
求
を
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
気
勢
を
上
げ
た
。　

（
仙
台
地
本
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

保
さ
れ
て
こ
そ
、
安
全
・
安

定
輸
送
が
守
ら
れ
る
と
し
て

貨
物
関
東
支
社
に
対
し
て
「
原

発
事
故
に
起
因
し
た
放
射
能

汚
染
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
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３
月
３
日
15
時
か
ら
国
労
会

館
に
お
い
て
、
秋
田
地
本
組
織

拡
大
交
流
会
が
約
40
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
会
に
は
東
日
本
本
部
武

田
組
織
部
長
を
は
じ
め
、
青
年

部
か
ら
は
、
国
労
本
部
赤
松
青

年
部
長
、
東
日
本
本
部
彦
田
青

年
部
長
、
そ
し
て
婦
人
部
か
ら

は
西
日
本
本
部
福
永
婦
人
部

長
、
近
畿
地
方
本
部
谷
澤
婦
人

部
長
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　

渡
邉
秋
田
地
本
委
員
長
の
挨

拶
に
続
き
、
武
田
組
織
部
長
か

ら
は
情
勢
報
告
と
今
後
の
取
り

組
み
に
対
す
る
問
題
提
起
、
そ

し
て
、
参
加
し
た
青
年
、
婦
人

部
長
か
ら
自
己
紹
介
を
兼
ね
た

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
後
藤
地
本
書
記
長

か
ら
秋
田
で
の
組
織
対
策
の
取

り
組
み
と
、
１
月
15
日
付
で
国

労
に
復
帰
加
入
し
た
菊
池
さ
ん

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
若
い
人
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
笑
顔

の
あ
る
職
場
作
り
に
取
り
組
み

た
い
」「
横
手
、
大
曲
駅
で
は

４
年
連
続
労
組
説
明
会
を
開
催

し
て
い
る
。
今
年
も
作
戦
を
立

て
て
取
り
組
み
た
い
」「
説
明

会
を
開
催
す
る
と
き
の
ア
ピ
ー

ル
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
青
年
、
婦
人
部
か

ら
は
、「
自
分
た
ち
の
や
っ
て

き
た
こ
と
を
素
直
に
出
す
こ

と
」「
身
近
な
要
求
、
困
っ
て

い
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
」「
若
い
人
の
正
義
感
に

訴
え
る
」「
全
国
単
一
組
織
と

し
て
の
魅
力
を
語
る
こ
と
」
そ

し
て
何
よ
り
、「
先
輩
た
ち
が

歩
ん
で
き
た
こ
と
を
自
信
を

　

３
月
11
日
、
郡
山
市
開
成
山

野
球
場
で
、「
原
発
い
ら
な
い
、

３
・
11
福
島
県
民
大
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会

を
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
福
島

県
支
部
、
郡
山
工
場
支
部
は
集

会
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
、

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
東
日

本
各
地
方
か
ら
も
多
く
の
組
合

員
が
結
集
し
、
全
て
の
原
発
の

廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

  

以
下
郡
山
工
場
支
部
か
ら
の

報
告
で
す
。

　

３
月
11
日
、
開
成
山
野
球
場

に
一
万
六
千
人
が
集
ま
り
、
原

発
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。
開
会

時
間
の
１
時
前
に
は
周
辺
の
道

路
は
人
の
波
が
続
き
ま
し
た
。

  

加
藤
登
喜
子
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
幕
を
開
け
た
こ
の
集

会
。
放
射
線
量
が

高
く
、
実
行
委
員

会
で
入
る
の
は
遠

慮
し
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
た
外

野
芝
生
席
ま
で
も

自
主
責
任
で
入
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
参
加
者
で
し

た
。

  

連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
大
江
健

三
郎
さ
ん
は
、「
原

子
力
発
電
の
事
故

は
、
い
ま
生
き
る

人
の
み
で
は
な

く
、
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
達

の
生
き
る
場
所
を
奪
う
こ
と
に

な
る
。」「
自
分
は
力
を
落
と
し

て
い
た
が
、
原
発
反
対
に
立
ち

上
が
っ
た
人
達
の
デ
モ
と
集
会

で
勇
気
を
も
ら
い
、
立
ち
直
る

事
が
出
来
た
。」「
世
界
か
ら
原

発
事
故
を
無
く
す
こ
と
は
出
来

る
。
全
て
の
原
発
を
無
く
せ
ば

い
い
。」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

県
民
か
ら
の
訴
え
も
あ
り
、

山
形
県
に
子
ど
も
二
人
と
避
難

し
て
い
る
主
婦
の
方
か
ら
は
、

「
米
沢
は
マ
ス
ク
を
し
な
く
て

も
い
い
。」「
子
供
に
友
達
が
出

来
た
。」「
み
ん
な
が
優
し
く
受

け
入
れ
て
く
れ
る
。」「
そ
れ
で

も
福
島
が
好
き
。」
と
涙
な
が

ら
に
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　

郡
山
に
転
校
し
た
高
校
生

は
、「
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

人
た
ち
が
そ
こ
に
い
る
の
が
分

か
っ
て
い
て
も
放
射
能
で
近
づ

け
な
い
。
原
発
が
な
け
れ
ば
助

け
に
行
け
た
。」「
命
を
大
事
に

出
来
な
い
世
の
中
で
、
経
済
成

長
し
て
も
何
も
な
ら
な
い
。」

と
訴
え
ら
れ
て
い
た
事
が
印
象

的
で
し
た
。

  

集
会
の
最
後
は
デ
モ
行
進
。

出
発
か
ら
到
着
ま
で
２
時
間
30

分
。
整
然
と
元
気
良
く
行
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

  

デ
モ
行
進
後
、ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ

ン
パ
ー
を
着
た
ま
ま
帰
路
に
つ

く
と
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
の

方
々
か
ら
「
福
島
の
人
の
訴
え

は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。」

「
原
発
は
い
ら
な
い
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
あ
り

す
っ
き
り
し

た
。」
な
ど

と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

（
郡
工
情
報
よ

り
抜
粋
）

持
っ
て
訴
え
る
こ
と
が
大
切
」

と
の
意
見
を
も
ら
っ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
佐
藤
地
本

組
織
部
長
か
ら
、
今
年
の
新
規

採
用
者
に
対
す
る
取
り
組
み

と
、「
組
織
拡
大
の
課
題
は
今

後
の
国
労
運
動
に
と
っ
て
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
、
と
に
か
く
取
り
組
み
を
行

い
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
の
ま
と
め
で
交
流
会
を

終
了
し
た
。

　

そ
の
後
は
菊
池
さ
ん
の
歓
迎

会
、
秋
田
の
青
年
、
婦
人
を
交

え
た
懇
親
会
を
行
い
、
組
織
拡

大
に
向
け
大
い
に
気
勢
を
上
げ

る
１
日
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
秋
田
地
本
発
）

724‐編集.indd   2 2012/04/10   20:08:28


